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颯拳輪書鬱欝

注意

お礼の文字1意墨又は筆ベンにてお書き下さい。

書き方は右の図をこi:参照下さい。

お札は書き)i員を聞運わない様にご注意下さい。

お札鑽一枚づつ書いたら燃やげ歌

燃やした度はまと輸て川、又はキッチン|こで

水で流して下さ|ハ。

鉾鑢◎研究所
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供養札の書き方

鴫
ハ リ ア メ フ ノ

敵 人 氏 名

ハ リ ア メ フ ノ

故 人 氏 名

ハ ワ ア メ フ プ

絞 人 氏 径

ハ リ ア メ フ ノ

自 分 の 氏 名

譲 人 氏 毬 自 分 の 氏 G

*}主意 *

一人の故人にヌ1して3枚 (0～ (Э)を書いてください、
最後に自分の選前を書く。

故人とは自分の直系で50年以内に亡<なった薄、

(自 分の直系の祖父母、両親、夫婦、子供)

(嫁、又|ま婚の場合は自うの実家の祖父母、両親も會みます)

その他、気になる親戚や友人、知人など。

供養札の書く期間の目安

春 (3/■～3/25日の10日 間)秋  (9/15～9/25の 10日間)

お盆は地域により異なります。(7/1o～ 7/25の 15日間、8/5～ 8/20の 15日間)
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